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そち らもも う大分涼 しくなった頃 と思います｡ ロン ドンは t5月の始めか ら
秋風が吹き始め,この頃 は 日に よっては寒 くてマフラーが ほ しい位ですO私
の滞在 もあとわずかにな り,日下荷物の始末や, con三FE)renCeの準備や ,北
欧での lectureの準備 などで忙 しい状態ですOそんなわけで仕車 の方はこ
の前お しらせ した所か らあまり進んでいませんが,そ (i)後 light atom の
鍵 鑑が 希薄 な場合に対 する generalized-Bpecial frequency(αSP)の
Grit;ical皿aBBratioの計算を若干進め ましたo モデルや計算方法につい
てなお吟味が 必要で,これ はもうこちらでやる暇 はなく雇 ってか らにな りま
㌻が ,今 uj所では どの仔S苛｢の Cとitical 皿aSSral二ioも皆 2と 5の蘭に
来るとい う結果こなりそ うで すO比療 すべき数値実演がなi･てたしかめ られ
ないのが無 念で, れ実感 "が庫 たれ ますO (Pop.ton- Vincherの計貨 は
パラメ-メ-ajえ らび方が全く悪意的で比顔にはあ まり段 に立ちませんC)
こち らlJj新欄や雑誌 を読んでいると,科学者の頭脳流出 (brain a-rairi)
についてJj記 事が 目立ちますO先 日のNPT-LJ News (National Physical
Laboratory･の所内報).'=.qBrain 工)rain Reversed-"と嘩 して ,海外 に
一旦流 出して から英国にもどって来 た人達lJD,戻 って来た理由が並べてあ り
ました｡
日 く,qこの且 には長い開放的な春があるの;･=,あちらでは 4ケ月もoj蘭雪
･t=とち こめ られなければな らなか ったo " 日く,RLond.onか らwale,S に派
行すると,平鹿か ら高山 までの変化に富む風景がある跡こ,向 うで は一 日中
ドライブして も景色が一向に変 らないO"ヨく,Iもond.on塔 や Salisbury-
寺院 のような古頃が ここにはある｡ " 旨く,吹この国は ピクニ ックの場所に事
欠かない跡 こあちらではこれに苦労するo ' 等 々｡ どれ もあ まり尊の木質 を
ついた理 由とは思われ ません｡ ピクニ ックの場所や ,長い春で科学者をつれ
戻 して喜 ばなければならないようで は,イギ リスはやはり斜腸なのでしょう
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かO 二 ･三 日前の新開にこんな記塞が出ていましたo Q ヨーロ ッパ,D病人 "
叉は tlittle Britain".t世界牙 5の工業力をもつ 日本とのコン トラス ト
を考えるのは 苦痛ではあるが有益なことだO 日本は 1951に戦前の繕済成
長率 を回復 し,以来平均 10藤を保 っている. それに対してイギリスは2感
を割 っている. 1956生に;･i Br'lnelを生んだ国であ り,最初に大西洋横
断 Jj航路 をも った国である我が国が造船で 日本に追いこされ ,今ではEj本が
世界の線 トン数Uj47藤を作 っている. また,StephenBOnが初めて蒸気機
関卓 を作 った異 色の国鉄が 1億 ポン ドの欠損 を出しているのこ,日本の国涙
は黒字である上世界で巌も速い｡ eLC,etc, これ らの表蘭的な比顔 をそ.13
ままごもっともとい うわけにはいかないに しても,やはり斜傷のようです｡
しかしなが ら,それほどイギ リスが斜陽で,日本が RTheLand_ofi;he
Rising S-1n"なのなら,何故 日本でも全く同 じ -Drain a.rainとい う現
象があるので しょうか｡いや,もし我 々のコ トバが英語だった ら∴そ して日
本J_)ピクニ ックの場所がイギ リス程鮭しかなく,日本の自然が イギ リス程度
にしか変化がなく,日本vt)春が もっと蔑か く,日本に金 閣寺や五重の塔がな
か った ら,brain d-rainは イギ リスよりもっとひどくなるのではないで し
ょぅか.何故 イギ1･)スでは "地方都市 "の Ed･inbtlrghで 5過副 こわたる大′
塊慎な SummerF◆eStivalが開ける初 こ,札幌や福岡ではオペ ラをやる会
場さえないので しようか ｡
そ して,早い話が ,我 々のサ ラ リーが何故斜陽国 イギ りスUj科学者 ojl/5
にすぎず,N P 工｣がそれほど豊かでないに しても私に滞在蛍を支出で きるの
に , 日本oj天草では visiting reSeaSCh f･311owをよぶ ことが至難なの
はなぜなので しょうか｡
｡で は 帰って ,またいろいろ教えていただ くのをたの しみに しています.
堀 序
ユ ー ス
小寺武康氏 (東散大) ベルギー ･ブラッセル大学 より帰任
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